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	　こんにちは。
　皆様、本日はお忙しい中お集まりをいただきまして、ありがとうございます。
　本日の会議の進行を務めさせていただきます企画政策課の石橋でございます。よろしくお願い申し上げます。
　それでは、定刻となりましたので、平成23年度第１回山武地区地域審議会を開会させていただきます。
　初めに、委員の交代がございましたので、ご報告いたします。
　公共的団体の代表といたしまして、山武市区長会連合会より前回までは黒相様にご出席をいただいておりましたが、本年４月に代表者の交代がございまして、今回より雨宮健一様にご出席をいただいていますことをご報告申し上げます。
　それでは、雨宮様、恐れ入りますが、一言ごあいさつをお願いしたいと思います。
　雨宮です。
　昨日も社会福祉協議会に出まして、何か大分わからないことが多くて、いろいろと指導願いたいと思います。よろしくお願いします。
　ありがとうございました。
　続きまして、本日の会議の出席者の報告をいたします。
　本日の会議でございますが、お手元の次第の後ろに記載されております。
　３名の方からは、所用のため欠席との連絡をいただいております。あと、現在、３名の方がお見えになっておりませんが、現在、定員15名のところ９名の出席をいただいております。地域審議会設置に関する協議第８条第４項の規定により、委員の出席が過半数を超えておりますので、本日の会議が成立いたしますことをご報告いたします。
　また、本日の会議は、議事録作成の都合上、会議内容を録音させていただいております。大変申し訳ございませんが、ご発言の際には、挙手の上、議長の指名を受けた後、お名前を述べた上でご発言をいただきますようよろしくお願いをいたします。
　それでは、会議次第により会長からごあいさつをいただきたいと思います。
　会長、よろしくお願いいたします。
　どうも本日は皆さんご出席をいただきまして、ありがとうございます。
　ただいまより平成23年度山武地区地域審議会の第１回を開かさせていただきたいと思います。よろしくお願いいたします。
　ありがとうございました。
　続きまして、山武市総務部長から一言皆様にごあいさつ申し上げます。
　いつもお世話になっております。総務部長の齊藤でございます。
　ちょっとだけお耳をかしていただきたいといいますか、あいさつがわりに、東日本大震災、３月11日の震災、３カ月たった訳ですけれども、被害状況をちょっとお知らせさせていただきます。
　山武地区のほうですと、蓮沼地域、成東地域の海岸地域の津波というもの、その日はなかなかわからなかったということをよく聞きます。そういう中で、幾つかポイントだけお話しさせていただきます。
　３月11日、午後２時46分ごろということで、あの地震が発生した訳です。気象庁の発表ですと、山武市全体では震度５強ということですけれども、このあららぎ館の震度計によると、震度５弱ということでした。震度５強というのは、その地域の中で一番高いのを発表するというようなことになっているようです。蓮沼出張所で震度５強だったそうです。山武と松尾が震度５弱ということだというふうに聞いています。
　津波ですけれども、銚子の気象台の観測ですと、第１波は0.5メートルで大したことなかったのですけれども、最大波が午後５時22分ということで、2.4メートルで、ただ、旭とか片貝などでは、新聞などでも公表されていますように、６メートル７メートルくらいの波が来たのではないかということと、片貝漁港でも、朝日新聞ですね。新聞などの調査研究所の、民間研究所のデータだと、3.77というふうなことですから、恐らく成東や蓮沼も、そのぐらいには来ていたのではないかなというふうに思います。波の高さ、潮位の変化ですけれども。
　浸水面積が約600町歩、600ヘクタールというふうに発表をされております。
　そういう中で、当日、３月11日は、避難所を11カ所、学校とか、小・中学校ですね、主に。開設しまして、11カ所で2,149人というふうにこちらのほうで把握しております。
　人的な被害では、死者、お亡くなりになった方が１名ということです。
　ライフライン関係、電気は、ご承知のように、停電いたしまして、３月12日、翌日の12日の夜の９時ごろ全面的に復旧したというようなことになっています。
　水道、こちらは簡易水道の区域があったり、自分の自己の井戸で山武地域多いのですけれども、広域水道企業団から給水している区域の全域で水道が一時とまりまして、結果的には15日、11日ですから、２、３、４、５と４日ぐらいかかって全面復旧したというような状況になっています。
　道路ですと、５月末現在で128カ所の陥没とか亀裂とか、そういうものが確認されておりまして、既に111カ所は応急的に復旧をしたということです。
　建物の被害、特に津波の被害が大きかったのですけれども、こちらの地域は何件か、いわゆる液状化とか、地震による被害も出ているようですけれども、建物の被害、建物だけですと、こちらは居宅や居宅以外も含めてですけれども、全体で967棟というふうになっています。
　そういう中で、居宅の世帯、どのくらいの世帯が被害を受けたかというと、全壊とか大規模半壊とか半壊とか、こういうふうに被害の程度が分かれるのですけれども、全体では249というふうに５月末現在では把握しております。まだこれが、まだまだ少しずつですけれども、いろいろ申し出があったりして、増えつつあるといったような状況です。
　一番こういうふうに建物が被害を受けますと、災害ごみという瓦れきを片づけるのが一番大変でして、約5,000トン出て、その処理費用に３億7,000万円ぐらいの費用がかかっているということですので、ごみの片づけは、大変に手間どったということです。
　ただ、こういうふうな被害を受けますと、行政だけではほとんどそのときは何もできないというような状況なのですけれども、できるだけのことをしてやっている訳ですが、ボランティアの方が結果的に2,000名ぐらいでしょうかね、消防団の方が中心になった訳ですけれども、2,000名ぐらい地域に入りまして、片づけのボランティアでお手伝いをいただいて、比較的復旧、片づけが早かったというようなことになっています。
　公共施設、小学校を含めて、この建物もそうですけれども、若干の被害が、大きな被害はそんなにありませんでしたけれども、ほとんどの学校や建物で被害が出ています。被害額、トータルで、今把握しているので4,800万円程度というようなことです。
　あと、放射性物質による汚染の調査もしておりますけれども、一時、山武地区、生茶葉で基準よりも少し出たというのがありますけれども、そのほかについては今のところ問題なくて、幼・小・中ともグラウンドの汚染調査もやっています。その辺も大丈夫だったり、プールを学校は使いますので、そういう水質の汚染の調査もやっていますけれども、今のところ何も問題がないというような状況になっています。
　ということで、大きな被害が出ている訳で、まだ本市といたしましても、いろいろ復旧とか復興とかということで、当面は続くといったような状況になっています。
　ちょっと時間をいただいて、すみませんでした。
　今年は、山武地区にとっては、今日の話にも出ますけれども、公共交通ということで、今まで巡回バスをやっていましたけれども、ほかの地域と一体の実証実験を開始する。今まで使っていると、ちょっと使いなれないものですから、不便になりますので、必ずと言っていいくらい、今までと比べると何だかんだというお話も出るかもしれませんが、この秋、10月から実証実験に取り組むということになっております。
　それと、いろいろお話をいただいて、ご協議いただいた出光跡地ですね、日向の森、そこに新たな森をつくろうという運動が、催しが始まりますので、今日お知らせさせていただきますので、よろしくお願いしたいと思います。
　以上です。
　それでは、この後の議事につきましては、地域審議会の設置に関する協議第８条第２項の規定によりまして、会長に議長をお願いをしたいと思います。よろしくお願いいたします。
　では、議長を務めさせていただきます。
　それでは、会議に入る前に、山武市山武地区地域審議会運営要綱第２条の規定によりまして、会議録の署名委員２名の方を指名させていただきます。
　今回は、恐れ入りますが、宇井委員と平山委員、よろしくお願いしたいのですが、いかがですか。
　はい。
　はい。
　ありがとうございます。
　では、平成23年度第１回山武市山武地区地域審議会の署名委員は、宇井委員さんと平山委員さんの2名とさせていただきます。
　では、事務局より議事録ができましたら、確認の署名をお願いいたします。
　それでは、続いて議事に入らさせていただきます。
　お手元の次第をご覧いただきたいと思います。
　本日の議事は、（１）成田国際空港の容量拡大（30万回）についてでございます。それから、続いて（２）地域振興基金運用益活用事業の提案についてとなっておりますので、まず最初、（１）の成田国際空港の容量拡大（30万回）についての成田国際空港株式会社様から説明をお願いいたしたいと思います。よろしくお願いします。
　今、ご紹介をいただきました成田国際空港株式会社の地域共生部の月岡と申します。
　常日ごろ、航空機騒音等によりご迷惑をおかけしていることにつきましてはおわび申し上げるとともに、弊社に対するご支援、ご協力に改めてお礼を申し上げます。
　私ども成田空港の昨年の大きな出来事といたしましては、これからご説明いたしますが、昨年10月13日に四者協議会という場がございまして、国、千葉県、あと山武市さんを含む空港周辺９市町、あと私ども空港会社でつくっている協議会がございますが、その中で、昨年10月13日に空港容量30万回につきまして合意していただきました。
　この合意に当たりまして、私ども、周辺市町で通算100回を超える説明会を行いまして、山武市さんでも地区説明会を行わせていただきました。
　現在のところ、空港の誘導路、あとエプロン等の施設整備を着実に進めており、2014年度までには30万回の対応の施設の整備が完了する予定でございます。
　また、容量拡大に伴う環境対策、地域共生策を推進していきたいと思っております。
　資料の説明に入る前に、最近の運用状況についてご報告させていただきますと、昨年度前半は、リーマンショックから始まる世界同時不況による影響から回復する傾向にありましたが、10月以降は、よくテレビで話題になっておりましたが、日本航空の経営再建に伴う減便、あと尖閣諸島問題で中国の方が日本へ来なくなってしまったとか、そういう影響を受けまして、前年度を下回る状況が昨年10月以降続いておりました。
　そのような厳しい状況の中、３月11日に東日本大震災震災、津波、あと福島原発問題と、未曾有の大惨事がございまして、今年４月の運用状況といたしましては、旅客数が、成田空港の旅客数でございますが、前年同月比で38％、約４割ほど減りました。特に、外国人のお客様につきましては、前年同月比で62％ということで、非常に過去最大の下げ幅となりました。詳しくは、この後資料でご説明をさせていただきます。
　あと、暗い話を先にさせていただきましたが、明るい話といたしましては、今年の６月23日、来週の23日ですね。23日には韓国のエアプサンという、こちら、ＬＣＣ、格安航空会社ですが、エアプサンという航空会社、７月上旬からはイースター航空、こちらも韓国の航空会社ですが、成田空港へ新規に乗り入れを予定しております。
　10月の末には、こちらも新聞で報道されておりましたが、スカイマークという、こちらも安い運賃で国内線を飛ばしている会社でございますが、そのスカイマークが成田空港に国内線を乗り入れを予定しております。新規路線として、旭川、千歳、沖縄、福岡、それぞれ１日当たり２往復予定されております。
　この会社、非常に何か安いお値段で乗れるということで、地元の方の足としても、国内線の足としても大いに期待できるものと私ども思っております。
　私ども、「空港づくりは地域づくり」を念頭に、地域にとって、成田空港があってよかったと思われるよう努めてまいる所存でございます。
　それでは、ここから資料に基づきましてご説明をさせていただきます。
　まず最初に、こういう資料をお手元にお配りしていると思うのですが、この資料からご説明させていただきます。
　資料の説明になりますので、すみませんが、座らせて説明させていただきます。
　まず、資料を１枚めくっていただきますと、目次がございます。この資料、成田空港の運用状況、東日本大震災の影響と対応状況、2012年３月期の見通し、私ども、今年度の成田空港の見通しを資料としております。あと、２番目に騒音対策実施状況、３番目に空港容量（30万回）に向けた取組みということで、順次ご説明をさせていただきたいと思います。
　また、資料をもう一枚めくっていただきますと、成田空港の運用実績推移とございます。
　空港の状況を示す指標といたしまして３つほどございます。旅客数、あと航空機の発着回数、あと貨物量、この３つの指標がございますが、下の表は成田空港の開港から2010年度、昨年度までの推移を表にしたものでございます。青字は旅客数、赤字が発着回数、緑字が貨物量になっております。
　おかげさまをもちまして、成田空港、開港から右肩上がりでずっと推移してきたのですが、やはり国際空港でございますので、例えば2001年の米国同時多発テロ、2003年３月のイラク戦争、ＳＡＲＳ、あと2008年、こちらは先ほどもご説明しましたが、リーマンショックから始まる世界同時不況、このような世界の大きな出来事にやはり影響を受けております。
　ただ、2010年度につきましては、旅客数として3,252万人の方が年間お使いになっていただいております。発着回数としましては19万1,000回、貨物量としては206万8,000トンということで、こちら、１日当たりの平均に直して比較いたしますと、開港当時と比べまして、発着回数が約3.6倍、旅客数が約4.5倍、貨物量が6.2倍ということで、順調に推移してきてございます。
　次のページをご覧いただきたいと思います。
　こちらは最近５年間の運用状況比較の表になってございます。月別で棒グラフで示しております。
　まず、昨年度、2010年度、青い点線の部分でございますが、先ほども申し上げましたが、上期は世界同時不況からの経済が順調に回復したため、発着回数、旅客数、貨物量も順調に推移しておりましたが、下期に入ると、やはりＪＡＬの再建の問題、あと尖閣諸島の問題、あともう一つは、羽田空港の国際化というのが昨年10月末にございましたので、そういう影響を受けまして、11月から急にがたんと落ちているのがわかると思います。
　ただ、そういう減少している中で、３月11日に東日本大震災が発生し、特に航空旅客数が激減しております。航空旅客数につきましては、通常、３月期に入ると、２月期は落ちるのですが、３月期に入ると持ち直すような、春休みになりますので、少し上がるような現象があるのですが、左下にあります青線の、青の点線の部分で、３月ががくっと落ちているというのが確認できると思います。
　それで、赤い丸ぽつがありますが、こちらが４月の状況でございます。やはりまだ大きく震災の影響というのを受けているのがこの表でわかるかと思います。
　ただ、航空貨物につきましては、ほとんど影響を受けておりませんので、対前年度並みには推移してございます。
　次のページを見ていただきたいと思います。
　４ページ目で、東日本大震災の影響と対応状況、空港の対応状況についてまとめてございます。
　３月11日の地震発生後、成田空港は震度５強を記録いたしまして、私ども空港会社といたしましては、緊急対策本部を立ち上げ、お客様の安否や建物の被害状況等を確認いたしました。幸いにも、滑走路とか航空機が動く誘導路という部分は被害がなかったのですが、旅客ターミナル、貨物ターミナルの天井パネル、スプリンクラー設備等、あと空調設備の配管が破損をしました。その復旧作業を行い、当日、到着便はすべてキャンセルさせていただきましたが、出発便につきましては、夜の19時から一部運用を再開して、その日、15便ほど出発しております。
　ただ、先ほどからご説明しているように、福島原発事故の影響によりまして、外国人のお客様が激減しております。回復傾向は見られるものの、現在も状況は依然継続しております。
　先ほど、４月は62％、外国の日本に来られる外国人のお客様が減ったというご説明をいたしましたが、今日の新聞を見ましたら、５月は少し回復して、62％減ったのが、半減、約50％くらいにはなったと。少し持ち直してきているのかなというふうに思われます。
　特に成田空港、韓国とか中国、台湾からのお客様が多いのですが、そういうお客様も現在、非常に減少しております。
　ただ、そういう状況でございますが、日本への航行、こちらにつきまして、イカオという民間航空機関、あとイアタという国際航空運送協会、こういう国際的な機関がございますが、そういうところから日本への乗り入れは安全ですよという宣言をしていただきまして、国際的にも、現在、成田空港の安全性は確認されております。
　私ども空港会社といたしましても、やはり安全・安心な空港の現状をお知らせするために、当社のホームページにおいて運用状況を情報提供しております。
　あと、３月29日からなのですが、やはり福島原発の影響というのが非常に外国の航空会社、外国の皆様が懸念されておりましたので、私どもの本社ビルの横にビルがあるのですが、そのビルの屋上に放射線測定器を設置いたしまして、私どもといたしまして、１日２回ほど測定をしまして、そのデータをホームページ上で公表してございます。
　公表している例が右側につけてございます。こちら、６月１日、10時現在の例でございますが、例えば成田空港の放射線量は0.103マイクロシーベルト・パー・アワーということでなっていますということを１日２回ほど測定して、公表してございます。
　成田空港は福島原発から193キロの位置にあるということで、このような情報を外に向けて発信しております。
　次に、そういう状況で４月を迎えたのですが、ゴールデンウイークにつきましては、非常にお客様が減るのではないかと私ども予想していたのですが、新聞報道にもありましたけれども、対前年度比で21％ということで、需要回復の兆しが見られました。
　次のページをご覧いただきたいと思います。
　５ページ目、東日本大震災の影響でございます。
　３つの枠で囲ってありますが、３月11日の地震発生後の状況につきましては、滑走路は何でもなかったのですが、いろいろ施設点検に入った関係で、19時まで滑走路を閉鎖し、その後、運用を再開してございます。
　その日なのですが、お客様に非常に影響を与えまして、飛行機は飛んだのですが、空港アクセス、ＪＲと京成が成田空港へ乗り入れているのですが、あと東関東自動車道、全部とまってしまいまして、当日で8,470名の方がターミナルビル内で滞留して、一晩明かされたということで、それも、翌日公共機関が、アクセスが回復するに従いまして、滞留者につきましては減少してまいりました。
　それで、４月の月間運用状況ですが、発着回数、航空旅客数、航空貨物量、給油量をパーセントであらわしております。
　それで、こちらを見ていただきますと、航空旅客数は62％ということで、非常に落ちていて、それに比べて発着回数は91％ということで、余り落ちてないように見受けられますが、実は発着回数は91％となっておりますが、旅客が減少したことにより、航空会社は航空機の小型化、小さくいたしまして飛ばすのですけれども、大きな航空機ではなくて、小さな航空機にして飛ばしていたという状況が見られます。
　例えば、ルフトハンザ航空とかエールフランス航空は、Ａ380という総２階建ての大きい飛行機があるのですが、大体500人ぐらい乗れる航空機ですけれども、通常そういうもので運航していたものを、Ａ340とかボーイング777、300席ぐらい座席数の航空機へ機材を変更して運航している状況にございます。こちらも徐々に回復傾向にはございます。
　航空会社の状況といたしまして、震災以降、各航空会社の減便が続いていましたが、ゴールデンウイーク以降は徐々に回復傾向にございます。
　それで、日本航空さんと全日空さんの減便数、６月、こちら、スケジュールベースですが、日本航空で46便、全日空で21便ほど減便していますが、こちらも今日の新聞に載っていたのですが、全日空さんとかＪＡＬさん、7月、８月の予約状況は順調に推移してきているということで、少し明るい兆しが見えてきたのかなというふうに感じております。
　次のページをご覧いただきたいと思います。
　６ページ目ですが、2012年３月期の航空取扱量の見通しということで､昨年実績と2012年３月、今年度の見通しを書いてございます。
　航空旅客数につきましては、東日本大震災及び福島原発事故以降の落ち込み状態が、見通しをつくるに当たりまして、４月から二、三カ月継続した後、復興需要等による日本経済の回復に伴い、期末、来年３月にかけて、おおむね震災レベルまで回復すると想定し、このような数字を出しております。
　航空機発着回数につきましては、見通しとして17万3,000回ということで、昨年よりも1.8万回減るだろうと。
　航空旅客数につきましては、2,607万人ということで、645万人ほど減少するのではないかと。
　航空貨物量につきましても、206万トンということで、１万トンほど、航空貨物につきましては、こちらもほとんど影響を受けずに航空貨物は現在動いております。
　今年度につきましては、このような状況で見通しを立ててございます。
　次のページを見ていただきますと、私どもの会社の話でございますが、通期業績見通しといたしまして、昨年度につきましては、私ども空港会社1,878億円ほど営業収益がございまして、当期純利益といたしまして、99億円ほど利益が出ました。
　ただ、本年度につきましては、先ほどご説明したような見通しで計算いたしますと、営業収益については1,616億円、約262億円ほど減りまして、当期純利益につきましては32億円ほど赤字になるということで、前年比131億円ほどの減少を今期については見込んでおります。
　ただ、この業績見通しにつきましても、私どもが現時点で想定した航空取扱量に基づき作成したものでありますので、ちょっと先行きが原発の関係で見通せないところがございまして、相当不確定要素を含んだ数字となってございます。
　次に、８ページ目をご覧いただきたいと思います。
　こちらから騒音対策の実施状況をご説明させていただきます。
　航空機騒音対策といたしまして、大きく分けて３つほどございまして、発生源対策、空港構造の改良、空港周辺対策と、３つほど私ども大きな柱で騒音対策を実施させていただいております。
　その中で、特に山武地区の方にやはり大きく関係するのは、発生源対策だと思います。機材改良といたしまして、航空機の低騒音機材の採用、あとエンジンの低騒音化、あと発着規制といたしまして夜間運航の規制、あと運航方法の改良、飛行コース等、こちらにつきまして、このような対策を行っております。
　あと、空港周辺で空港構造の改良、あと空港周辺対策ということで、騒音区域というものを設けておりますので、その中では、土地利用、補償等、その他ということで、対策をさせていただいております。
　それで、数字が入ってございますが、下線の青字の数字は、環境対策業費の2010年度末までの累計になっております。括弧内の数字は、2010年度の私ども環境対策事業費、81億円ですが、81億円ほど環境対策をさせていただいていますが、その内訳になっております。
　それで、環境対策事業費の中で主に一番大きいものが、交付金と言いまして、山武市さんを初め、空港周辺の市町さん、あと千葉県さん、茨城県さんに周辺対策交付金というものを昨年度ですと41億円ほど交付させていただいておりますので、そちらがやはり一番環境対策事業費としては大きなものとなってございます。
　９ページ目をご覧いただきたいと思います。
　平成21年度の航空機騒音測定地点ということで、104局、空港周辺に私ども測定局を、私どものほか、千葉県さん、あと山武市さん、周辺市町さん、あと私ども空港会社ということで、空港周辺に104局ほど騒音測定地点を持っております。常時24時間体制で騒音の監視を行っております。
　ここで図にしたものにつきましては、山武市さんのほうで測定局がある場所と、数字が入ってございます。こちらはＷ値と書いてございますが、こちら、ＷＥＣＰＮＬと申しまして、航空機騒音をあらわす値でございます。山武市さんの場合、山武市さんの中に山武市さんが設置した測定局が青字、青丸ですね。青丸の部分２カ所、あと千葉県さんが設置している場所が４カ所、私ども空港会社が設置している測定局が３カ所ということで、計９カ所の測定局がございます。
　その結果につきましては、次のページ、10ページを見ていただきますと、一覧表にしてございます。山室から始まりまして上横地地区まで、９カ所の数字でございますが、20年度と21年度のＷＥＣＰＮＬの値の比較をしてございます。
　見ていただきますと、各測定ポイントで若干ですが、20年度より21年度が下回っているような状況になってございます。その原因というか、要因といたしましては、やはり今、非常に成田空港、航空機の小型化が進んでおります。日本航空さんが３月末でジャンボ機を全部飛ばさないようにしたとか、よくテレビで報道されていましたが、もうほとんど日本航空さんも全日空さんも、いわゆるジャンボ機は飛ばしておりません。そういう関係で、非常に燃費のいい最新型の航空機に、小型の航空機に変わってきてございますので、その影響が出ているものかと思います。
　新しい航空機は非常に上昇性能がすぐれておりますので、空港から飛び立った場合、早く高い高度に達する、そういう性能を持っておりますので、そういう影響も出ているかと思います。
　11ページ目をご覧いただきたいと思います。
　成田空港における30万回化の合意と容量拡大に向けた取組みということで、30万回に向けた取り組みを表示、絵にしてございます。
　30万回に向けた取り組みといたしまして、１つ、左側に四角で囲ってございますが、１つは、官制方式の高度化ということが挙げられます。
　官制方式の高度化と申しますと、空港地上の部分でなくて、空の部分の話になります。2011年度、こちら、今年の秋ごろを予定していますが、同時並行離着陸方式を導入するようにしております。
　成田空港、絵で見ていただきますと、Ａ滑走路、4,000メートルの滑走路とＢ滑走路、2,500メートルの滑走路、２本の滑走路がございますが、この滑走路を、たまたま同時になった場合、今までは間をあけて飛ばしていた、おろしていたものを、同時に着陸させたり離陸させたり、そういうことをする方式を導入するということでございます。
　そちらにつきましては、既に３月19日に新聞折り込みで皆様にお配りした、今日はちょっとお配りしていませんが、チラシ、私どもの空港だよりというチラシの中で、空港周辺の皆様にお知らせをしてございます。またこちらは、近くなりましたら、同じような形で、空港だよりということで、地域の皆様にいつからどういう形でということで、また再度お知らせをしたいと思っております。
　２番目、施設の拡充整備等ということで、絵を見ていただくと、誘導路の改善、駐機場の増設、こういうものを30万回に向けて、今、空港で行ってございます。
　また、需要を踏まえ、ＬＣＣ、ローコストキャリア、格安航空会社とか、ビジネスジェット、こちらも今まで発着枠が成田空港は少なかったということで、こういう需要にも対応できなかったものですが、こういうものに対しても対応していきたいと思っております。
　また、ターミナルの増設、現在の施設で27万回までは対応できるのですが、それを超える場合は、ターミナルビル自体も増設していかないといけないということで、そういうものについても取り組んでいきたいと思っております。
　それから、将来ということで書いてございますが、地元との合意を踏まえ、最短で2011年度中に25万回、2012年度中に27万回、2014年度中に30万回と空港容量の拡大を目指すということで書いてございます。
　それで、ここでちょっとご説明したいのですが、2014年度中に30万回飛ぶということではなくて、空港の容量を30万回に対応できるようにきちんとするということでございます。
　実際のところ、今、震災の影響を受けまして、今年度あたりはまだ、来年度発着数が、先ほどございましたけれども、17万3,000回ということで見込んでおりまして、30万回、まだまだ先でございますけれども、震災の影響につきまして、一時的なものと思います。それで、やはり日本の持っているポテンシャルというのは非常に高いものだと思っていますので、それに合わせて空港容量を整備していきたいと思います。
　それで、私どもとして、拡大された容量を最大限活用して、成田空港の強みである世界とのネットワーク、成田空港は95の都市とネットワークが結ばれておりまして、アジアでもほかの空港に例のないような、北米とかヨーロッパへきちんとした便を持っている空港でございます。そういうのをさらに拡大していくようにしております。
　あと、国内フィーダー線の拡充ということで、現在、９空港８都市と国内線を結んでございますが、これをさらに倍増して、地域の皆さんの国内線としてお使いしやすいようにしていきたいと思っております。
　あと、ＬＣＣ、ビネジスジェットなど多彩な航空サービス、これまでそういうものを受け入れられませんのでしたので、そういうものについてもサービスを拡大しまして、アジアのハブ空港として地位を確立していきたいと思ってございます。
　12ページ目を見ていただきたいと思います。
　これは１つの例でございます。成田空港におけるビジネスジェットの乗り入れの促進ということで、ビジネスジェット、いわゆる映画俳優とか世界のセレブ、世界の大会社の社長さんとか、ご自身が所有されるビジネスジェットで動き回ります。そういうときに、成田空港、これまではとめておく場所が10カ所しかありませんでした。それを例えば15カ所に増設したり、滞留、とまっている日数も７日までと規制していましたけれども、それを14日までに延長したり、あと専用の施設を整えて、出入国手続の短縮を図るとか、そういうことをいたしまして、そういう小型のビジネスジェットについても、やはりそういうニーズというのは、国際的に航空業界もございますので、そういうようなのもきちんと対応していきたいと思ってございます。
　以上が成田空港の現状についてのご説明でございます。
　次に、容量拡大（30万回）に係る確認書ということで、こういう縦の資料をお配りしていると思います。
　こちらにつきましては、先ほど何回か言葉で出ていますが、四者協議会、国、県、あと山武市さんを含む９市町、私ども空港会社で昨年10月13日に30万回に係ることで確認した合意書でございます。その写しをご用意いたしました。
　それで、１枚めくっていただきますと、空港容量（30万回）に係る確認書ということで、合意に至るまでの経緯が書いてございます。経緯は後ほど読んでいただければと思うのですが、四者は、関係住民の方に対して、10月13日に向けて鋭意説明を行ってきました。さまざまな課題はあったものの、成田空港の容量拡大は、周辺地域はもとより、千葉県の発展につながるものであることから、地域の共通理解である「地域と成田空港の共栄」を目指すことを確認し、以下のとおり合意するということで、30万回の合意をいただいてございます。
　１番で、発着枠30万回への増加について、千葉県及び９市町は、現在、年間発着枠22万回を30万回まで拡大することについて了承するということで合意をいただきました。
　２番、騒音区域の変更につきましては、山武地区、対象となっておりませんので、省かせていただきます。
　３番を見ていただきますと、飛行コースの変更等とございます。四者は今後の飛行コース及び混雑防止策について、別図３のとおり確認するとともに、国及び空港会社は関係住民への周知を図るものとする。なお、混雑防止策については、国、県、関係市町及び空港会社との間で別途確認書を締結することとすると、このように確認してございます。
　内容につきまして、この一番最後にこういう絵が載っていますので、そこをご覧いただきたいと思います。
　それで、まず混雑防止策ということにつきましては、こちら、既に今年の３月27日から実際にさせていただいておりますが、この表の別図３と書いてあるこちら、右側のこの絵を見ていただきたいと思います。下側が九十九里浜、上が利根川、北側方向、下側が南側になります。それで、こう飛び立ったときに、点線でこう、緑色の線ですか、矢印が入っていると思います。これがいわゆる今年の３月27日から導入させていただきました混雑防止策になってございます。
　この防止策を導入するに当たりましては、山武市さんを初め、国、県、あと私ども空港会社で確認書を締結させていただいて、このような形をとっておりますが、この内容につきましては、成田空港を離陸した航空機につきましては、これまでは九十九里上空まで海岸線まで直進で上昇して、それから曲がっていくというような運用をして、それがルートでした。
　ただ、非常に混雑している時間帯が成田空港はございますので、そういう時間帯に限り、かつ騒音の一種区域、民家防音工事をしなければいけない一種区域というのが直下のほうにあるのですが、その第一種区域を過ぎて、かつ航空機の高度が6,000フィート、約1,800メートル以上上がった航空機だけを、海岸線まで行かずに、曲げて、ここで言うテトラという、こちら、地図にある架空のポイントですが、ここに向かわせるというようなルートをとってございます。これが混雑防止策と呼ばれるルートでございます。

　それで、こちらを導入するに当たりまして、山武市さんと千葉県さんとか国と私どもで協議させていただきまして、導入前と導入後について、騒音測定をきちんとやってくださいということでありまして、騒音測定を今年の３月８日から16日、ちょうど震災が発生したので、11、12日は、ちょっと資料をお配りしていませんが、中止しましたけれども、そういう導入前１週間と３月29日から４月４日までの導入後の１週間について、この近くにあるさんぶの森中央会館と、そちらにあるところの屋上で騒音測定を１週間ずつやらせていただいて、どうだったというものを検証してございます。

　それで、その間、やはり震災の影響があって、航空機の発着も少なかったのですが、離陸で101便ほど対象便がございました。海に行くまでに曲がった航空機があった。それで、時間帯といたしましては、10時から11時、あと17時から19時、いわゆる出発の混雑時間帯でございます。そういう時間にそういうものが見受けられたと。

　それで、騒音測定結果につきましては、さんぶの森中央会館で、先ほどありましたＷという数字でございますが、変更前が60.4、変更後が59.6ということで、若干少なくなっているのですが、これはその期間の気象状況も違いますし、あと非常に高度が6,000フィート以上上がって曲がってきたのがこの上を通りますので、非常に高度が高いということで、大きなそういう騒音のレベルの増減については、この間は認められませんでした。そのような結果が出ております。

　それで、まだこちら中間報告ということで、そのような結果につきましては、６月７日に山武市さんのほうにもご報告をさせていただいております。

　それで、容量拡大についての確認書につきましては、また開いた２枚目に戻っていただきたいと思うのですが、私どもといたしましては、環境対策、地域共生策をきちっとやっていきたいと思っております。そういうことで、新規に取り組むことについても確認をしております。

　あと、容量拡大に係る環境等への影響調査等ということで、空港会社は今後の発着回数の増加、25万回、27万回、30万回と、いきなり22万回から30万回へ行ってしまいますので、その間、きちんと節目節目できちっと生活環境等への影響調査、こちら、現在も調査させていただいておりますが、そういう調査した結果を、関係者との協議の上、地域の方にわかりやすい形で公表していきなさいということも確認いたしまして、30万回の合意をいただいております。

　それで、あとは各写しでございますので、山武市長さんの印鑑を押していただいた確認書の写しになってございます。

　以上、ちょっと長くなりましたが、成田空港の空港容量30万回に向けた取り組みについてご説明をさせていただきました。どうもありがとうございます。

　ありがとうございました。

　それでは、ちょっと時間をいただいて、質疑応答の時間にしたいと思いますが、質問または何かございます。ありましたら、手を挙げてお願いしたいと思います。

　はい秋山委員。

　秋山と申しますけれども、騒音の測定のところでＷ値が出てきて、蓮沼は68.2、木戸63.9、いろいろな数字が出ているのですけれども、この数字というのは、音が最大に出たときのものですか。それとも、１日の積算された数字とか。

　この数字は、ＷＥＣＰＮＬという数字で、航空機の騒音を評価する数字でございますけれども、こちら、１年間の平均を示しております。ですから、単発音であらわすときはデシベルという数字を使いますけれども、これはあくまでもそういう毎回航空機が飛ぶごとに騒音を測定いたしますので、その測定された騒音を、１日何回あってというのを計算式に入れていって導き出したＷという航空機を評価する値でございます。ですから、単発の音とは違います。

　単発だとどれくらい今、出ているのですか。

　単発ですと……、ちょっと今、調べますので、お待ちいただけますか。

　例えば、１年間のものは持っていませんが、この前、混雑防止で１週間やったときの値で見ますと、例えばさんぶの森、ここで見ますと、例えば測定したのが50デシベルから55デシベルの11回とか……、４回ですね。失礼しました。変更後、55デシベルから60デシベルが32回、60から64デシベルが10回、65から70デシベルが１回、70デシベル以上はなかったと、大体そのようなような感じですね。

　あくまでもこちら、単発音の値でございますけれども、平均的な騒音レベル、そのデシベルを平均したものですと、このさんぶの森中央会館ですと59.4デシベルというような数字が出てございます。

　大体そのくらいの音というのは、デシベルで言いますと、60デシベルというのが、例えばデパートの中とか、普通に会話している会話の音とか、その程度の音になります。70デシベルまで行きますと、交差点とか、仕事をやっているオフィス、忙しい、そういうオフィスの音になりますね。大体そのくらいのような目安の音になろうかと思います。

　交差点レベルの70デシベルというのはなかったということ。

一般的に言われるところの交差点レベルではなかったということですね。

　どうもありがとうございました。

　ほかにございませんか。

　しょっちゅうはＮＡＡさんのほうから来られませんので、この際ですから、もしか疑問点がありましたら、こういうところでお聞きいただければと思います。

　ありませんか。

　はいどうぞ。

　すみません。藤田と申します。今日はお疲れさまです。

　２つほど教えていただければと思うのですけれども、30万回を供用できる空港にしていくということでやっておられるということだと思うのですけれども、その先のビジョンっていうか、30万回まで上げるということは、それなりに30万回にしてから何年かたって、その先の需要というか、もっと上に、会社であれば、もちろんいかれると思うのですけれども、そういうところも、もし数字的なものとかビジョンがあれば、私たち、この先ずっとここへ住んでいきますから、教えていただきたいなと思うのと、それが１点と、先ほど発着の回数を増やすということで、ターミナルの増設とかいろいろございましたけれども、それに付随して、雇用というのですかね、従業員、空港で働いている人たちは、どんどんやっぱりそれに追いつくには増やしていかなくてはいけないと思うのですけれども、雇用の面というのもどのように見込んでいるのかというのを教えていただけますと、今後の山武市のためになると思いますが、よろしくお願いします。

　わかりました。

　まず、30万回以上の話でございますが、私ども、30万回を地域の皆様に合意いただいて、まだそこまで、その先というのは、まだ実際の運用としまして、まだ今、20万回のところでございますので、なるべく早くですね、私どもといたしましては、皆さんに騒音でいろいろご迷惑をおかけしながらも、30万回ということを容認、地域の皆様にいただきましたので、早くその30万回へ持っていって、そのかわり、次にお答えしたいと思いますけれども、経済効果とか雇用という面で地域の皆様にお返ししていきたいと、そのように考えてございます。

　それで、ちなみに、経済効果といたしまして、こちら、県が出した数字でございますけれども、成田空港の容量拡大時の千葉県への経済波及効果という数字を出しております。

　その中で、まず発着回数30万回になったときの経済波及効果として、１兆1,388億円という数字が出ております。こちら、千葉県さんのほうで出した数字です。

　雇用の創出効果といたしまして、７万5,000人ぐらいの雇用が創出されるのではないか、空港周辺でですね。

　それで、ちなみに、現在の千葉県内の各種経済波及効果といたしまして、こちら18年度の数字らしいのですが、例えば幕張メッセで970億円、百貨店、こちら、売り上げ上位４店舗で902億円、ゴルフ場が千葉県に158施設あるそうなのですが、そこで1,574億円ということで、成田空港が30万回になった場合は、一けた違う１兆1,388億円の効果が見込めるのではないかという試算結果はございます。

　雇用としては、７万5,000人の新たな雇用を創出する効果があるのではないかと言われております。

　現在、成田空港で４万8,000人の方が、従業員の方、お仕事をされております。大体お客様が１日８万人ぐらい航空旅客がございますので、大体成田空港で１日当たり12万ぐらいの方が通過されたりお仕事をされている、そのような状況にございます。

　簡単ですが……

　ありがとうございます。

　多分、何をするにも反対というのはつきものだと思うのですけれども、ぜひこういうメリットをＰＲしていただいてやっていただきたいと思います。ありがとうございます。

　ありがとうございました。

　ほかにございませんか。

　はい、宇井委員。

　宇井でございます。

　30万回にするには、どうしたらいいのかなと。私たちが考えなくてはならないかなと思いながら、今日来たのですけれども、国際線が羽田へ出て、減ってしまって困るとか、30万回にするには、まだそれだけの受け入れる容量がないからということで、飛行機が飛んで来なくなってしまったという心配はないのですか。

　まず、30万回の合意をいただきまして、羽田が昨年10月末に国際化しまして、その羽田の国際化の影響というのは、大体週42便ぐらい羽田に移ったのかなというふうには思っております。大体150万人ぐらい羽田のほうに移られたのかなと思っているのですが、ただ、羽田空港の場合、発着枠が限られてございますので、私ども、30万回という国際線、そのうち３万回は国内線もございますけれども、27万回という国際線枠を持っております。その中で頑張っていこうと。ＬＣＣとかも積極的に勧誘したり、そういうことで発着回数を増やしていこうとやっていた矢先に地震が起きてしまったもので、それで地震自体は一時的なものだと思うのですが、やはり福島の原発の放射能の影響というのが、これがちょっと先を読めない状況にございまして、それでなかなかそれ次第というところがございます。

　先ほど説明させていただきましたが、いろいろな国際機関に対しては、私どもとしても、国を通したりして、成田空港は安全ですよ、日本は安全ですよというのを世界にメッセージを送っております。そういう関係もありまして、この前、たしかテレビでやっていましたけれども、中国と韓国のツアーの方が来て、成田空港で千葉県のチーバくんとか、私どものキャラクターとか、観光庁のほうで出迎えしたとか、そういうことをどんどんアピールしながら、いわゆる風評被害みたいなものを少しでもなくしていきたいような、なくしていこうという努力はこれからもしていきたいと思っております。

　放射能問題もいつまで続くことではないと思いますので、それが解決されれば、先ほど、今日の新聞にも載っていましたけれども、もうＪＡＬと全日空から、日本のお客様が多いと思うのですが、もう７月、８月の夏休みは予約状況の出足が好調だという報道もございましたので、徐々に徐々に回復していってくれればなと、私どもの望みもあるのですけれども、願いもあるのですが、そのように考えております。

　それさえすれば、やはり日本の空港としては、やはり潜在的な需要というのはあると思いますので、それと成田空港というのは、仁川とか香港の空港に比べまして、国際的なネットワークというのが、北米とかヨーロッパへたくさんの便が飛んでいます。ですから、日本へ来て、乗り換えて、アジアに向かっているお客様もたくさんいらっしゃいますので、そういう面で羽田を見て勝負する、羽田と一緒にですね、一緒になって日本の空港としてアジアの空港と戦っていくというのはちょっと言い過ぎかもしれませんが、アジアの空港に負けないように頑張っていくということをこれからもやっていきたいと考えてございます。

　以上、簡単でございますが。

　ありがとうございました。安心しました。

　ありがとうございます。

　どうぞ、伊藤委員。

　はい。

　伊藤と申します。よろしくお願いします。

　国際空港ということですけれども、２ビルの65番先のゲートですか。あれがこのごろ国際線から国内線に変わっているようなのですけれども、国内線の増便とか、そういう予定は入っているか教えていただきたいのですが。

　よくご存じで。
　国内線につきましては、今まで成田空港、これまで30万回に合意するまでは22万回で年間運用していました。そのうち２万回が国内線の枠として運用しておりました。それで、30万回に当たりましては、30万回のうち約１割、３万回につきましては国内線の枠としてやっていこうというふうに考えております。

　それで、先ほどもご説明しましたが、今年の10月、もう出ていますね。10月30日という日付も出ていますけれども、10月30日からスカイマークという会社が乗り入れてきますので、成田空港から旭川、あと新千歳、あと那覇、福岡、いわゆる日本の観光地を含めるそういう主要なところへ１日２往復しますので、来て、帰って、また来て、２往復しますので、使えるような国内線が結構増えるのかなというふうに思っております。

　運賃につきましても、非常に、スカイバーゲンとここに書いてありますけれども、一番安いとき980円で、通常ですと１万3,800円らしいのですが、何席あるかわらないのですが、スカイバーゲンというふうに銘打っているものだと、980円で旭川とか那覇飛べるような、いわゆるＬＣＣですので、そういう便も就航してきますので、そういう面で、成田、せっかく空港が近くにあるのに、国際線はいいけれども、国内線は羽田へ行かなくてはならないというのがございましたけれども、国内線についてもどんどん充実させていきたいと思います。枠も２万回から３万回に増えますので、そのような中でやっていきたいと思っております。

　１つの例として、このスカイマークが今年の10月30日からそういう路線を就航させる予定でございます。

　以上でございます。

　ありがとうございます。

　どうもありがとうございました。

　ほかにございますか。

　では、そうしましたら、ご質問等ありましたら、最後としたいのですが、なければ、これにて成田国際空港の容量拡大（30万回）についての説明を終わりたいと思いますが、ございませんね。

　それでは、ありがとうございました。

　貴重なお時間をいただきまして、ありがとうございました。

　すみませんが、ここで退席させていただきます。

　どうもご苦労さまでした。

　では、よろしいですか。

　では、（２）の運用益活用事業について提案に移りたいと思います。事務局のほうからご説明をお願いします。

　山武市企画政策課の今関でございます。よろしくお願いいたします。

　私のほうから、議事２の地域振興基金運営益活用事業の提案についてということでご説明をさせていただきます。

　今回、皆様にお諮りしたい点としましては、既に21年度、これは第２期の地域審議委員さんにまとめていただいた意見でございますけれども、地域振興基金を活用するという中で、どういった事業に活用されたいということで意見をまとめていただいた訳でございますけれども、それを、１年たちまして、新たに意見を追加するかどうかということでお諮りをしたいと思います。

　現状ということですけれども、まずお配りしております資料の各地区地域審議会からの意見・提案についてのほうをご覧いただきたいと思いますが、こちらが第２期の地域審議委員さんにご確認をいただきました、まとめていただきました意見・提案でございます。

　山武地区は、この中段のところにございますように、意見をまとめていただいた訳でございますけれども、その後、この資料の３ページ目のほうですね。この３ページ目のほうに地域振興基金運用益金対象事業運用計画書がございますけれども、こちらを昨年の９月、皆様に、これは山武市のほうで、この地域振興基金を活用した事業についての計画案をお示しいたしまして、皆様にお諮りをして、承認をいただいた計画となっております。こちらの事業は、23、24の２カ年で実施していく訳でございますけれども、こういった形で事業は進んでおります。

　今度、来年の24年度、25年度ですね、この２カ年の計画をこれからまた市のほうからご提案をさせていただくのですけれども、改めて各地区地域審議会、山武地区地域審議会のほうから既にご提案いただている意見書のほうに、改めて何か特別ご意見をつけ加えていただくか、そういった修正があるかどうかということで確認をしたいと思います。

　ちなみに、最初の１ページ目をご覧いただきますと、蓮沼、松尾、山武と、それぞれ意見のほうをまとめていただいておったのですけれども、成東のほうは、具体的な提案というのはその段階ではされておりませんでした。この活用については慎重にあるべきだというようなことで、しかるべき時期となり次第、提案を行いたいということでまとめておったという、そういう状況がございましたので、これに関しては、成東のほうは、資料が行ったり来たりで申し訳ございませんけれども、成東地区のほうは、５ページのほうにございます成東地区地域審議会の提案ということで、当初の意見から、こういった形でつけ加えられたというような状況でございます。

　なお、蓮沼、松尾につきましては、前回ご提案をいただいているその意見書で、特別追加することはないということでご確認をいただいておりますことをご参考までにご報告いたします。

　以上、ご審議のほうをお願いしたいと思います。

　ありがとうございました。

　ただいまの事務局の発表でございますが、何かありますか。

　ないようでしたら、それに関連すると思いますけれども、（３）のその他に移らさせていただきます。何かご意見ありましたら、出してください。

　これ、委員の方で何か、いや、ちょっとこういうことがあるけれどもとか、何か素案がありましたら、事務局のほうに提案することもできます。

　ありませんか。

　これに関して。

　ええ。（２）のこれは、ご覧のように、今、事務局から説明がありましたけれども、山武地区では、これを読んでいただけばわかりますが、今までの経過、２回、３回、４回と審議会を開いた上で出た意見が大体ここに集約されているのですけれども、これを読んだ上で、またこれに何か、いや、思いついたことがあるのだとかいうことがありましたら、それはまた後で審議する材料になりますけれども。
　ありませんか。

　はい。

　藤田です。

　運用計画書のほうですけれども、23年度ということで、もう今年始まっていると思われますけれども、 ほぼ100％この内容どおりにいっている、順調に年度が終わりそうなのかどうかということと、あと医学奨学金ですか、お医者さんのこれ、卵を育てるということだと思うのですけれども、募集とか、ちょっと全然医大生とは縁がないもので、この状況について教えていただければなと思います。

　はい、よろしくお願いします。

　この中身ですが、こちらにつきまして、23年度事業ということですので、これから今年度行う事業でございます。そういったことですので、まだ、例えばロードレース大会とか、山武市の納涼コンサート「やまのおんぶ」とか、サマーカーニバル、こちら、夏の時期でございますので、こちら、今のところまだ実施されておりませんので、こちらは年度末にまた、年度末というか、年度が変わりましたら、これにつきましては事業報告等させていただきたいと思います。

　ですので、医学生についても、候補者はいるようなお話は聞いておりますが、確実にこの奨学金を使うというところまでは、まだ確実な情報というものは私のほうではまだつかんでおらないということでございます。大変申し訳ございませんが。

　ありがとうございます。

　はい、秋山委員。

　秋山です。

　それに関してなんですけれども、サマーカーニバルで花火打ち上げ等々ございますけれども、各新聞報道なんか見ていますと、花火大会は中止になったとか、いろいろなイベントが中止になっていると思いますけれども、この中の事業名で、幾つか個別に中止なるようなものというのはあるのでしょうか。それとも、検討中ということなのでしょうか。

　これ、各実施する団体に今、お任せをしているところなのですが、やらないというふうな状況は現在、入っておりません。逆に、ロードレース大会ですとかサマーカーニバル、こういったものについては、やる方向でいるというような情報が入っております。

　以上でございます。

　他にありますか。

　ありませんか。

　それでは、４番、議題、その他に移らせていただきたいと思います。

　事務局お願いします。

　事務局の小川です。よろしくお願いいたします。

　私のほうからは、市内の公共交通ということで、資料が２枚ほど行っているかと思います。それについてご説明をさせていただきます。

　１枚目の山武市基幹バスコースというのをちょっと見ていただきたいと思います。

　公共交通につきましては、昨年の10月から実証実験運行ということで行っているところでございます。その中の一つとして、基幹バスというものを、さんぶの森元気館から蓮沼海浜公園のガーデンハウスマリーノまでの運行をしております。

　現在、年度がかわりまして、２期目ということで、この４月から、このバスコースのバス停を24カ所から45カ所に大幅に増やしまして、運行を始めております。

　その結果、利用者が大分増えまして、３月が１カ月で1,680人ほど利用されていたものが、４月に2,100人と、そして５月に2,153人ということで、若干ではありますが、増加傾向になったと。これから、またＰＲ等をしていくことによりまして、定着することによって、またこれから伸びるではないかなというふうに期待しているところでございます。

　それと、もう一方の２枚目でございます。こちら、今年の10月から、この山武地域に、以前にもお話ししましたけれども、この山武地域で乗り合いタクシーを導入すると。乗り合いタクシンーを導入して、実証実験運行ということで行いたいということで考えております。
　それにつきましても、説明会を７月２日、土曜日になりますけれども、午前、午後という形で２回、この地域、さんぶの森中央会館で実施するというようなことでございます。内容は、今申し上げたように、この地域で行う実証実験の乗り合いタクシーの導入の件をご説明したいというふうに考えております。

　この後でもう一度、８月下旬を予定していますが、さらにもう一回説明会をやろうかなということで、今、検討させていただいていますので、それとは別に、ご要望があれば、まちづくり出前講座というようなものも、これも何人かが集まっていただいて、ご要望があれば、そこに私どもで行って、その公共交通についての説明もするということで、既にこの地区で２回ほどご要望をいただいております。

　これからもそういった機会を見つけて、どんどん地域に出ていって説明をさせていただきたいと思いますので、今後ともよろしくお願いしたいと思います。

　以上でございます。

　ありがとうございました。

　進行がちょっとイレギュラーしてしまって申し訳ございません。

　一応、（３）のその他で、議題としては全部終了しておりましたので、その後は、今、事務局からの基幹バスの話でございます。

　事務局のほうから、４番、その他ということで、ご報告というか、ご説明をいただいたということで、ひとつよろしくお願いいたします。

　これで一応議題のほうは済まさせていただいたということで、ちょっと前後しましたけれども、よろしくお願いいたします。
　では、４の、公共交通について、何かございましたら、挙手をしてお願いいたします。

　ありませんか。

　はい、秋山委員。

　10月１日から実証実験で巡回バスを運休されるのでしょう。

巡回バスは復旧することはないのでしょうか。
　事務局、お願いします。

　実証実験でございますので、その実証実験の結果によっては、いろいろ選択肢があろうかというふうに考えております。

　３期まで実証実験を予定しておりますので、３期は、同じぐらいの期間を設けたいと思いますけれども、３期につきましては、本格運行に近い実証実験になるのではなかろうかということでございますので、そのときにある程度方向性を決めていかなくてはいけないというふうに考えています。

　ありがとうございました。

　ほかにございませんか。

　朝見委員、どうぞ。

　車がないものですから、基幹バスを利用させていただいているのですが、本当にもったいないというか、１人か２人しかいつも乗ってなくて、相当な赤字だと聞いているのですが、巡回バスを利用して山奥をぐるぐる回っている人たちは、基幹バスのコースまで来れなくて、巡回バスを何とか復活してほしいという、そういったお話をしているのですが、本当は両方は無理だと思うのですが、やはり当分は基幹バス一本で、昨日も乗ったのですが、巡回バスを利用していた方は、本当にもう東西南北４コース、山のほうの方たちが大変不便を感じていて、困っているとおっしゃっているのですね。その声を、運転手さんのお話ですと、住民がそういう声を出さないと市は動かないので、そういう場があったら、ぜひ言ってほしいとおっしゃっているのですが、これでも赤字で、巡回バス出したら、もっと赤字というのはよくわかるのですけれども、その辺、お考えありますか。巡回バスの復活とかありますか。

　では、私のほうからご説明させていただきます。

　確かにいろいろな機会を見て話を聞くと、やはり巡回バスを利用されている方は、当然ながら巡回バスが便利だということで、そういう声もあるのですが、一方では、やはりバスコースにないところを、これはかなり細かくなっているのですが、まだ利用できないところもありますので、そういう方々からすれば、何とか違う方法でやってもらえないかというお話も実際あるのですね。

　今回は、とりあえず10月から、乗り合いタクシーというものを導入させていただきまして、乗り合いタクシーは、ドア・ツー・ドアということで、自分の家から目的地まで直接、自分の都合の時間で予約してできるものですから、使い方によっては巡回バスよりも便利ではないかなというふうに思っていますので、いずれにしても、10月から実証実験をやらさせていただいて、その結果をまた皆さんからお話を聞かさせていただいて、その後検討させていただくということにしたいと思いますので……

　とりあえず、そのテストケースでやってみるということですよね。

　今やっている巡回バスを、両方はちょっと無理なものですから、一度休止させていただいて、乗り合いタクシーを利用していただくということで考えていますので。

　乗り合いタクシーを私も電話したのですが、電話をかけて、自宅の住所を言って、家まで来ていただくのですよね。

　それは、もう実際今、運行していますか。

　やっています。

　
山武ではやってますか。

　山武はやってないです。山武は10月からです。ほかの地域ではやっていまして、それなりに便利だという声もいただいていますし、そういうことですので、この地域にも乗り合いタクシーを10月から入れさせていただきたい。その10月、乗り合いタクシー導入と同時に、巡回バスのほうは休止させていただきたいということです。

　はい、わかりました。

非常にいろいろな情報が今、正しく伝わってないことも結構あるのですね、実は。

　あるのですよね。

　例えば、自分が行きたいところに行けないようだとか、自分の家まで迎えに来てくれないのではないかとか、そういった部分で、７月２日にそういったことも含めましてきちっと説明をさせていただくと。

　わかりました。

　定時、定路線というのは巡回バスなのです。決まった時間に決まったコースを回るというやり方なのですね。ところが、乗り合いタクシーはそういうルートがございません。ですので、タクシー等が入れれば、場所を選ばずお迎えに行けるというところなのですね。ですから、逆に、バス停に近いとか遠いとかといった、そういういわゆる不公平感というのはないのですね。ただ、予約するとかそういったわずらわしさは多少あるのだろうと思います。

　そういう部分で、こちらは巡回バスで慣れておりますので、やはり一回使っていただいて、実験ですので、そういったことでご議論いただきながら、方向性を決めていきいたいというふうに考えておりますので。

　２日に説明を聞きに行くように、そういう方が結構いらっしゃるので、宣伝しておきます。

　よろしくお願いいたします。

　
　はい、伊藤委員。

　伊藤ですけれども、説明会の開催がありますけれども、できればゴールドクラブとかそういう会合とかに出向いて説明していただければいいのではないかなと思いますけれども。

　ゴールドクラブにつきましては、この実験を始めるときも、同じような形でご説明に上がったりしております。もしご希望のところがあれば、こちらに連絡をしていただければ、伺いたいと思いますので、よろしくお願いしたいと思います。

　では、公共交通についてはよろしいですか。ちょっと時間も押し迫ってきましたので、続きまして、事務局のほうから何か説明が。プレゼントツリーでしたでしょうか。
　はい、それでは、続きまして、プレゼントツリーということでご説明をさせていただきたいと思います。

　資料としましては、Ａ４の縦のフレデリック・バック展「木を植えた男」というパンフレット、それと「Ｐｒｅｓｅｎｔ　Ｔｒｅｅ　ｆｏｒ　さんむ　日向の森」というＡ４の横でございます。

　日向の森の土地利用につきましては、平成21年度に基礎調査をやりまして、その際には、各方面、地域審議会の委員の皆様方にもご意見をいただいた訳でございます。ようやく日向の森の土地利用については、こんな形になるのではなかろうかということで、ここに示してある訳でございます。

　やはりこの日向の森は、自然豊かなところでございますので、この豊かな自然と、そういうものを生かしながら土地利用をしていくというようなことで、ここにありますように、４つのゾーニングということで示させていただいておりますが、このような形で市としては土地利用を図っていけばなというふうに考えております。

　この日向の森に、プレゼントツリーということで、これはちょっとその裏側になる訳でございますけれども、ちょっとお開きをいただきたいと思うのですが、プレゼントツリー、座って説明をさせていただきます。

　プレゼントツリーというのは、実は木の寄附を募って植林をするという、市民参加型の植樹でございます。通常の植林と違うところは、ここにもありますように、植えることが目的ではなくて、植えることによって、いろいろな関係性が出てくるということで、この１にありますように、プレゼントツリーとは、市民参加型の植林プロジェクトでありますということで、はじめは「気の利いた贈り物」として目に付き参加し、そこに「自分が関与する樹」が植わっているという愛着が沸き、いずれその森全体に思いが至り、森に行きたくなり当地を訪れ、当地の人たちとも縁が生まれ、当地の賑わいや経済的活性化にも寄与するようになり、故に森も潤い続けると、こういう好循環が　　　　期待できるということで、みんなの力で森をつくっていこうという考え方でございます。

　そういう中で、山武市といたしましては、このプレゼントツリーの事業の効果としましては、民間イベント等による周知で、大々的に活動をＰＲできると同時に、山武市、サンブスギの知名度向上につながる。寄附者の多くは都心在住者が多いことから、山武市と縁のなかった人々とのつながりが生まれ、地域振興につながる。そして、整備費用は外部から得られるということでございます。

　この民間イベント等の利用というのは、こちら、ちょっと右側になるのですけれども、これが右側の図になっているところの１つの仕組みですが、このフレデリック・バック展というのがこちらでございます。実は、「木を植えた男と」いうことで、短編アニメでアカデミー賞をとった方のいわゆる作品展ということでございます。

　この「木を植えた男」のストーリーでございますけれども、こちらはちょっと読まさせていただきますと、荒涼とした不毛の地を訪れた旅人は、長い年月をかけて木、こちら、ドングリの実だそうですが、木を植えている老人に出会いました。その地が戦禍を経て、年月が流れても、老人は木を植え続けました。時が流れ、旅人が再びその地を訪れると、そこには緑と生命が宿り、水が潤い、人々の生活がありました。この森の立役者はだれであるのかをほとんどの人は知りません。ただ、ひたすら一つのことを続ける男、これは老人でございますが、の話を美しいタッチで描く芸術的魅力にあふれた作品、こういったものの作品展でございます。

　ではどうして山武市にということでございますが、今現在、いろいろなＮＰＯの団体とかいろいろな方々が、森林再生ということと、地域循環型、いわゆる山武市の地元の材を使って家をつくろうとか、そういった地域循環型の仕組みに取り組んでいると。これが、このフレデリック・バックさんの「木を植えた男」の考え方に非常に似ているということで、実はこれ、日本テレビが、この図を見ていただくとおわかりになると思うのですが、日本テレビと東京都現代美術館が主催をしております。この企画製作を、トトロで有名なスタジオジブリ、それからジブリ美術館、こちら、宮崎駿監督の関係でございますけれども、そこが製作をやる訳でございますけれども、そこからこのフレデリック・バック展の一環、コラボレーションとして、これを盛り上げる一環として、プレゼントツリーをするという話がございました。

　それを、ここにありますように、仕切るというのですか、実施するのが、認定ＮＰＯ法人というところでございまして、仕組みとしましては、山武市が土地を提供します。木を植えるお金につきましては、このＮＰＯが寄附者を募って、費用を捻出します。その施業については、森林組合が施業をする。地元のＮＰＯについては、この森をずっと見守り、守っていく、ＮＰＯ等も含めた形でこれを進めていくというような方式でございます。

　今、お話ししましたプレゼントツリーの事業概要が２である訳でございます。認定ＮＰＯ法人環境リレーションズ研究所が市民や企業から寄附金を募り、これを財源として植林及び森林整備を10年間実施する。植林された樹木の所有権は、土地所有者になるということで、木を植えた段階で、この木は山武市   の権利になるというようなことでございます。

　主催者から、ずっといろいろ関係するところがこの中に書いてある訳でございますけれども、非常にこれを見るとおわかりになるかと思うのですけれども、ＰＲの点で非常に恵まれた、これだけのネームバリューのあるスタッフの中でこの事業を　　　　　　進めるということは、先ほど申し上げましたように、山武市、そしてサンブスギをＰＲするのに、非常に絶好ではないかということで、私どもはこれをぜひ成功させたいというふうに考えております。

　この下にある部分が、この図面でございますけれども、実際に木を植える計画の中身でございます。この中身につきましては、サンブスギもそうでございますけれども、ヤマザクラとかコナラ、クリ、こういったもので、この森に訪れて、この森に触れて、自然を満喫するというか、森に親しみを持っていただくということで、多くの人にさんぶの森に注目をしていただきたいというようなものでございます。
　そうすることによって、寄附の中には企業の方もおる訳でございますので、山武市にこんなバイオ関係の工場をどうかとか、そんな話も将来は期待をされる訳でございます。

　また、ここにありますように、植える方というのは、その木がどうなったかということでどうも気になるらしいです。ですので、ちょっと見に行きたいといったときに、非常にすぐに見に来られるような立地条件が日向の森にはあるということで、例えばこのフレデリック・バッグ展のこの図の中に楽天トラベルさんというところが協力会社の中にある訳でございますが、植林ツアーみたいなものですね。実際にこの植林をしたところを見に行って、できれば山武市を観光していただいて、どこかに泊まってもらうとか、そういった観光でも、地域振興も非常に期待ができるということでございます。

　こんなことで進めさせていただきたいと思いますので、ご理解のほうをよろしくお願いをしたいと思います。

　はい、宇井委員。

　宇井です。

　非常にいい企画で、いいなと思っていましたが、せんだってですが、宇井さん、あの森をどう利用しようかってこの間言っていたよねということで、この際だから、ガス発電所をつくったらどうですかと、相当の補助金が国からおりてくるはずだよと。そして、ガスがどれだけ出るかどうかわからないけれども、雇用も出るし、すごく山武市のためにいいのではないかなという話があって、なるほどな。今度、地域審議会で話をしてみますということで、話をしてみました。どこかの隅に考える余地がありましたら、検討してみてください。

　はい、伊藤委員。
　そこに立っているグリーンタワー、あれ、非常にもったいないと思うのだよね。利用者も余りいないようなので、何かスカイツリーというのもありますので、グリーンタワーも上に伸ばせれば一番いいのですが、何かに利用できないかなと思って、今考えているのだけれども。
　雨宮委員。

　では、ちょっとご意見。水気がないからビオトープでもどうかなと。
　なるほど。ビオトープね。

　といいますのは、今、農業をやっていると思うのですけれども、今、ツバメを探しているのだけれども、ここら辺では一匹も飛んでないのだよね。みんな殺してしまっているから。要するに、田んぼがもう農薬だらけというので、ほかに自然がほとんどなくて、ただ米さえとれればいいと、そういう感じですよね。

　だから、少しでもこういうビオトープなんかもいいのではないかなと思って、そういうことを思ったのです。
　はい、では他にご意見もないようですので、終わりにしたいと思います。
　それでは、長時間にわたりありがとうございました。以上をもちまして本日の次第はすべて終了となります。

　平成23年度第１回山武地区地域委員会を閉会いたします。

　ありがとうございました。


